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裁判員経験者意見交換会議事録（平成２９年１０月５日開催分） 

 

司会者：それでは時間になりましたので，裁判員経験者意見交換会を始めさせて

いただきます。本日はお忙しい中，本当にありがとうございます。今回お集ま

りいただいた皆様は，かなり重い事件を御担当された方で，しかも審理と評議

の期間が合計６日以上という方々ばかりです。こういった機会に，またお越し

いただけるということは，本当に感謝の念にたえなくて，ありがたく思ってお

ります。 

この会は，裁判員を経験された方々でないと言えない御意見，御経験，御苦

労を率直にお話いただいて，裁判員裁判のよりよい運用に反映させていただく

というものです。ですので，批判的な観点の御意見も大歓迎ですし，むしろそ

ちらの方が，今後の裁判員裁判のよりよい運用に活かせると思いますので，で

きれば辛口のコメントもいただければと思います。 

それでは，あらためて自己紹介をさせていただきますと，私は本日司会を務

めさせていただきます第１１刑事部の浅香と申します。大阪には昨年の１月か

ら参りまして，裁判員裁判自体はそれほど多く経験しているわけではございま

せんが，これまでに，恐らく１００名程度の裁判員，あるいは補充裁判員の方

々と接してきました。その中で，それぞれの社会経験や生活に根差した貴重な

御意見等を頂戴し，その結果，いつも非常にいい結論に到達できているのでは

ないかと思っており，裁判員の皆様には本当に感謝しているところです。本日

も貴重な御意見を頂戴したいと思っておりますので，どうぞよろしくお願いい

たします。 

大森裁判官：大阪地方裁判所第１１刑事部裁判官の大森と申します。私は横浜と

大阪で，トータルで４年半，裁判員裁判を担当しております。今後も，まだま

だ裁判員裁判を担当させていただく身ですので，本日は非常に困難な事件の審

理を御担当された皆様から，その辺りの御苦労や忌憚のない御意見をいただけ

ればありがたく存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 



 2 

谷口検察官：大阪地方検察庁の谷口と申します。本日は裁判員を経験された方々

から直接お話を伺うことができる，大変貴重な機会ということで，非常に楽し

みにして参りました。どうぞよろしくお願いいたします。 

後藤弁護士：弁護士の後藤でございます。大阪弁護士会から参りました。本日は

裁判員裁判における審理の日程の在り方，時間の取り方，そういったテーマと

伺っております。こういった点について経験者の方々の率直な御意見を伺えれ

ばと思っております。よろしくお願いします。 

司会者：それでは，裁判員経験者の皆様から，どのような事案を御担当されて，

どのような御感想を持たれたのかをお伺いしていきたいと思います。 

１番さんからお願いしてよろしいでしょうか。 

裁判員経験者１： 私が担当した事件は，夫婦げんかの結果，旦那さんがお亡く

なりになったという傷害致死事件でした。被告人は包丁を持っていたら知らな

い間に刺さっていたということで無罪を主張されていて，検察官と弁護人のお

っしゃっていることが，真っ向から対立している事件でした。最初の頃は，本

当に真実が分からないので，こんなの真実にたどり着けるわけないやんと思い

ながら，裁判に臨んでいたというのが実感でした。私も仕事でファシリテーシ

ョン，会議の進め方というものをいろいろ勉強している部分はあるんですが，

そういった面から見ても，裁判長にはすごく分かりやすく審理・評議を進めて

いただいて，その中で，だんだんこれが真実なんだということが，私なりにも

分かっていったというように思います。裁判員は本当にいろんな方がいらっし

ゃっていて，年齢や性別も全くばらばらだったんですけど，そういった方々が

それぞれの角度から光を当てて，私自身も一生懸命光を当てて，何が真実なの

かというものを見ようとして，そういった方々といろいろ話をしていくうち

に，三次元で事件がだんだん分かってくるという経験をして，私としては，す

ごく勉強になったと感じましたし，最終的には非常に納得できる結論につなが

ったと思っています。この裁判員裁判という制度というのは，専門の方々以外

の，国民の目線というか，素人目線での意見というのを反映させていくために
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作られている制度だと思いますので，すごく意味のある制度だなというふうに

実感しました。専門の方々からすれば，普通に裁判を進めた方が早いと思われ

ることもあるかと思うんですが，私自身は，非常にいい制度だなということを

実感しました。本日この会にぜひ来たいと思ったのは，このことをお伝えした

いと思ったのが一番大きかったんです。私の周りでも，裁判員になったのは私

が初めてだったので，どんなんやったとよく聞かれたんですけど，制度として

は意味がある制度だよということは伝えていますし，裁判員を経験できたこと

は本当によかったと思っています。 

１つだけ反対なことを言うと，量刑に関しては，入り口から全然分からなか

ったですね。こんな事案ですというのがあっても，それがどれくらいの事件な

のか，懲役何年とか執行猶予とか全く分からないので，あらかじめ過去の事例

からするとこれぐらいかなというような話を示していただいて，そうは言って

も，今回の事件ではこうだろうという部分とかについて，裁判員として意見を

言わせていただく方が，楽と言うか，早いのかなという気はしました。 

司会者：ありがとうございました。今最後におっしゃったのは，過去の裁判例が

データとして蓄積されていて，それをどこかでお見せしていると思うんですけ

れども，それを，もう少し早い段階で見せてもらえたら，もう少し早く結論に

到達するのではないかという御意見ですか。 

裁判員経験者１：段階は今の段階でもいいんですけど，結局は事例から見るとこ

れぐらいというのはほぼ見えるので，過去の事例をみんなで見て，こんなもん

かなとみんなで意見を出していくよりは，あらかじめ過去の事例からするとこ

れぐらいの範囲かなということを提示していただいた方が早いというか，分か

りやすいのかなと思いました。 

司会者：ありがとうございました。 

   続けて２番さん，お願いしてよろしいでしょうか。 

裁判員経験者２：私の担当した事案も夫婦げんかから発生した傷害致死事件でし

た。事件が起こった日は夫婦げんかがエスカレートして，ベランダで揉めてい
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るうちに，被害者である妻がベランダから落ちてしまったということです。金

曜日の昼から裁判が始まって，次の週の金曜日に結審で，ほぼ１週間かかった

内容でした。 

私個人的には，ミーハー的な感覚で裁判員を一度やってみたいという思いが

あり，非常にいい経験をさせていただいたと思っております。先ほど１番の方

の話がありました量刑の裁判例についてですけど，それは一つの目安にはなる

んですけど，反対にそれにとらわれてしまうこともあるんかなと思いました。

ただそれは，専門家の裁判官の方が今までずっとされてきた蓄積なんで，我々

には分かりやすいと思う反面，何かそれに縛られてしまうという感じもちょっ

としました。それと，我々素人が意見を言って，裁判官の方がいろいろ専門的

な見地でフォローしていただいたんですけど，さすがにプロの方はこういう見

方をするんだなと，こういうふうな見方で刑罰が決まっていくんだなというの

が，非常に参考になりました。 

司会者：ありがとうございました。 

  ２番さんが御担当された事件は，暴行の行為が意図して行われたのかが争わ

れた傷害致死事件です。選任されたその日の午後に審理が始まって，週明けの

月曜日から第２回の期日があって，証人や被告人からお話を聞いて，さらにそ

の翌日には，情状証人のお話を聞いて，翌日最終日に論告・弁論があって，そ

の日のうちに評議が始まっていったというような審理過程だったようです。 

あと，量刑データベースのお話がありましたが，あのデータは，これまでの

裁判員裁判のデータですので，裁判官だけのデータというのは基本的になくな

ってきていて，裁判員の皆様のＯＢ，ＯＧの方々が苦労して出されてきた結論

を参考にしているものになります。 

  それでは，３番さん，お願いしてよろしいでしょうか。 

裁判員経験者３：私が担当させていただいた事件は，殺人と建造物放火未遂とい

う２件の事件で，家族間の事件だったのですが，被告人が精神的な疾患を持た

れているということで，責任能力とか，そういった部分も問題になりました。
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裁判員として審理に入らせていただく段階では，いかに裁判員としての役割を

全うできるかということを考えていました。感情的なことを言えば，殺人事件

と言えばやっぱり何か悪いんやろうなという感じで，それを素人が何年とか決

めるということに対しては，実際どうやって決まるのかなと思いました。それ

を，順を追って，形式に乗っていく中で，裁判員も知識や状況の確認，証拠等

を適宜検討していく段階で，誰が見ても妥当な判断に落ちつくっていうこと

は，裁判員，民間の意見も入れながら，それを判決に影響させていくというこ

とで，大変意義のあることだなと思います。量刑の判断というところでも，今

までのそういった事例の中から数字に当てはめるというんじゃなくて，事情で

あったりとか，経緯であったりとか，そういった部分をいかに考えて結論を導

き出すというのは難しいなと思ったんですけど，納得できる判決というのが導

き出せてよかったなと思っています。 

司会者：ありがとうございました。 

   では，４番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者４：私がかかわらせていただいた事件は，被告人が，アパートを訪

ねたときに出てきた妹である被害者を刃物で刺して，更に悲鳴や口論を聞いて

駆けつけた同じアパートに住む住民の方も刺して，その方に取り押さえられた

という事件で，殺人未遂なのか傷害に留まるのかが争われました。背景に兄妹

間の確執があったり，後に判明する被告人本人の精神的な疾患が事件に関係し

ていて，責任能力の有無が争われたりした事件でもありました。私は，少しだ

け法律を学んでいたこともありまして，裁判員裁判に興味をもっていたんです

けど，座学ではなくて，どのように公判が流れていって，どのような評議が行

われるのかということに興味がありましたので，いい経験ができたと思ってい

ます。 

ただ一方で，私はまだ２０代なんですけど，２０代の自分が人の人生にかか

わって量刑を決めるということに，責任感と言いますか，少しプレッシャーも

ありました。皆さんがおっしゃられていた量刑に関しましては，私もデータベ
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ースを見せていただいて参考にしたんですけど，やはり同じ事件というのはな

く，似た事件も少なかったことから，参考にはしたんですけど，ほどほどにし

か参考にならなかったなというのが正直な感想です。全体としてはいい経験だ

と思いますし，周りの若い人たちにも，これを伝えていけたらいいなと思って

おります。 

司会者：ありがとうございました。 

   では，５番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者５：私が担当した事件は，被告人が高齢の被害者の背後からハンマ

ーで頭を殴った殺人未遂事件ということになります。被告人が非常に若い人だ

ったんですが，精神的な疾患をもっていて，計画性があるかどうか，責任能力

を問えるかどうかということが争われました。裁判員を経験した後は，新聞も

より多く見るようになりましたし，世の中にはいっぱい事件があって，こうい

うふうに裁判員裁判をやっているということがよく分かりました。  

司会者：ありがとうございました。 

皆様が，本当に大変な事件を御経験されたのが，よく分かりました。 

   それでは，本日の意見交換のテーマに入っていきたいと思いますけれども，

今回テーマとして掲げさせていただいたのは，裁判員として参加しやすい選任

手続や審理・評議の日程，あるいは日程や審理・評議における裁判員の方々へ

の負担への配慮です。背景としましては，新聞報道等もなされていましたけれ

ども，裁判員の方々の辞退率が年々上昇しているという問題意識がございま

す。裁判員を御経験いただいた皆様からは，先ほど，裁判員を経験してよかっ

たというふうにおっしゃっていただいて，私もこれまで多くの裁判員の方々か

ら，非常に前向きな御意見をいただくことが多かったんですけれども，残念な

がら数字的には，辞退率が上昇しているという状況にあります。裁判所として

も，裁判員候補者の方々に適切な配慮をすることによって辞退を少しでも食い

とめ，よりよい裁判員裁判にしていきたいという思いが強くございます。その

ような観点から，今回は重大事件で，しかも審理日程が長めの裁判員裁判を御
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担当いただいた皆様にお越しいただいて，御意見を頂戴できればと思っている

ところです。 

   まず，皆様に思い起こしていただきたいのは，裁判員候補者名簿に載ったと

いう連絡が来てからしばらくして，具体的な事件について裁判所にお越しいた

だきたいという連絡が行ったかと思います。そこには，職務従事期間として，

具体的な日付が書いてあって，選任された場合，これらの日にお越しいただく

ことになりますと，そのようなことが書かれていたと思います。お仕事を抱え

ておられる，あるいは御家庭の事情もいろいろあろうかと思うんですけれど

も，どのような御苦労があったかですとか，どのような調整をされたかという

辺りについて，率直なところを教えていただければと思います。また，それに

ついてこんな工夫があったら，もう少し，周りの人も参加しやすくなるのでは

ないかとかいうようなことがあれば，おっしゃっていただければと思います。 

では，５番さんから，お願いしてよろしいですか。 

裁判員経験者５：私の場合，裁判員候補者として裁判所に来て，その日の翌日か

ら裁判とは考えてなかったものですから，一応直属の上司には前もって言って

たんですけど，その日のうちに直属の上司に電話しましたら，抜けられると仕

事にならないから辞退できないかと言われたんですよ。ただ，部署の最高責任

者にも連絡したところ，仕事よりもそちらの方が大事やから，会社は特別休暇

にしてあげるからぜひとも行ってこいということになったので参加することが

できました。 

私の希望からすると，候補者として来る日はもちろんのこと，裁判員として

選ばれたらその後，何日か日にちをおいて裁判にしてもらいたいですし，なお

かつ裁判所の方から会社の責任者に，一応こういうことで何日間来てもらうこ

とになりましたと一報を入れてくれたら，休みがとりやすいですし，仕事に気

兼ねなく参加できたと思います。裁判員として参加した数日間はすごく意義が

ありましたけど，その後やっぱり会社にはちょっと出づらかったです。 

司会者：ありがとうございました。４番さん，お願いいたします。 
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裁判員経験者４：私は送られてきた手紙に大体の日程が書いてありましたので，

上司に相談して，特別休暇があるから行ってきてもいいよということで，そこ

はスムーズに行きました。ただ，抽選になるということで，半分も受からな

い，３分の１，それ以下だということで，当たることはないだろうと高をくく

って行きましたら当たりまして，それが水曜日だったんですけど，木曜日，金

曜日と裁判がありまして，土日を挟んで月曜日と，１週間職場を空けることに

なってしまったので，それは非常に大変な思いをしました。水曜日の抽選の日

の午後からすぐ職場に戻りまして，１週間空けても大丈夫なように仕事を片づ

けて，それから「当たりました」と各所に連絡を入れながら，何とか調整した

んですけど，抽選で選ばれた日と裁判が始まるまでに１日あれば，もう少し準

備ができたかなという思いがあります。それ以外は，私の会社は特別休暇の制

度が整っていましたし，繁忙期は空けられるようにアンケートみたいなものも

届いていましたので，問題なく裁判員裁判に参加できました。 

司会者：１日空けばよかったというお話ですが，もう何日か空いていた方があり

がたいということはありますか。 

裁判員経験者４：私自身は１日でも構わないと思います。 

司会者：４番さんが御担当された事件のスケジュールを確認しますと，その後も

長いですよね。水曜日に選任されて，木曜日，金曜日と裁判があって，翌週も

月曜日，水曜日，金曜日と裁判があって，さらに翌々週も月曜日，水曜日，金

曜日とされているようで，かなり長く続いていますけれども，それでも１日あ

れば大丈夫なものなのですか。 

裁判員経験者４：そうですね。１日あれば，仕事を誰かにふったりすることもで

きますので。それが翌日からとなると，なかなか厳しいものがありまして，そ

の調整が結構大変でした。 

司会者：ありがとうございます。では，３番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者３：私の場合，今回の審理はこういう流れですというのが２か月ぐ

らい前に来ますよね。私自身は自由業なんでスケジュールの調整は可能だった
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んですけど，ただその分，関係先への連絡とかが増えてきて，１週間連続とい

うのはきついなと思いました。周りの裁判員の方も，自分が行かないといけな

い会議とかをどうしようかなという人もいて，かといって，記憶が途切れない

程度に集中審理しないといけないというのは分かるんですけど，その辺りの着

地点をどの辺りで見い出せるかというのが課題になると思いました。実際皆さ

ん，自分の生活を抱えていて，仕事を持ってらっしゃるんで，その辺りのコン

トロールというか，一般の人を裁判員として選任するというのは，流れとして

強制的なところもあるじゃないですか。かといって，時間の調整ができる人の

中からだけ裁判員を選んだら公平性に欠けますし，だから今，こういう現行の

システムをとられていると思うんですけど，もっと双方が歩み寄って，お互い

スムーズでストレスのないスケジュールを考えていくことができたら今後の改

善につながるかなと思うんです。１週間の中で，午前中だけであったりとか，

午後からこの時間は入らないという感じで終わったりですとか，その辺りの予

定を教えてもらえればと思いました。実際に裁判が進んでいかないと，難しい

のかもしれないですけど，やっぱり仕事を抱えている中でコントロールすると

いうのは，結構難しいかなと思っています。 

司会者：確かに，３番さんのスケジュールを見てみますと，裁判員に選任され

て，土曜日と日曜日を挟んで，月曜日に第１回の期日があったと思うんですけ

れども，この日は午後２時ぐらいに終わる予定になっていたりですとか，後は

最後の方にも，割と早く終わったりした日があったんですかね。そのような予

定を知らされたのは，いつぐらいだったんでしょうか。 

裁判員経験者３：前日ぐらいです。 

司会者：そうすると，そうした予定が分かっているなら，もっと早くに教えても

らいたいという御意見ですかね。 

裁判員経験者３：そうですね。実際には，裁判が進んでいかないと分からないと

は思うんですけど。 

司会者：ありがとうございます。では，２番さん，お願いいたします。 
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裁判員経験者２：私の場合，金曜日の朝に抽選があって，次の週の金曜日まで，

ほぼずっと拘束されていたという格好です。私はもう定年後の再雇用というこ

とで，仕事的には非常に気楽で私個人のペースである程度できるんで，１週間

休むことについては，そう大きな支障はなかったんですけど，これがもし私が

現役のときに言われたら，早い段階から断るか，当日に体調が悪いと言って行

かなかったかのどちらかじゃないかなと思います。金曜日の朝に裁判所に来

て，抽選があって，当選したということで，すぐに説明があって，昼食の休憩

があって，昼からもうすぐに公判が始まるということで，職場には抽選で当た

ったら休むというのは言ってたんですけど，当たったことを職場に伝える時間

というのがなかったですね。携帯で電話をしようと思っても通じなかったり，

職場に連絡する時間を取っていただいたらありがたいなと思うのと，その日は

昼から帰してほしかったなというのがあります。そうすれば，職場に帰って，

月曜日からしばらくいない分はこういう段取りでということを準備できるかな

と思っていたんですけど，それができなかったんで。もし私が現役のときに当

たって裁判員をやるとしても，抽選当日は昼から職場に帰れるように，また，

次の週は月曜日から金曜日までびっちりやるんじゃなくて，２日やって１日休

み，また１日やって休みとか，週に３日ぐらいのペースで，ある程度仕事をで

きる時間というのをつくっていただいたら，仕事が忙しい人でも参加しやすい

んではないかなという気はしました。 

司会者：ありがとうございます。確かに２番さんが御担当された事件のスケジュ

ールを見ると，午前９時半から選任手続があって，その後，裁判員に選ばれた

後も裁判所からいろいろと説明があったかと思いますし，昼休みになったと思

ったら，もう午後１時半から法廷に行って審理が始まるというような形です。

職場に電話もできなかったというお話でしたが，その日は審理が終わってか

ら，やっと職場に電話できたということでしょうか。 

裁判員経験者２：昼食を食べ終わった後に連絡はできました。ただ，上司という

んですかね，上の人間には夕方に，当たったんで，来週休みますという連絡を
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入れる格好になりました。 

司会者：連絡をしなければという思いを持ちながら審理されることになったと思

うんですが，審理には集中できましたでしょうか。 

裁判員経験者２：それは大丈夫でした。 

司会者：選任手続の日の午後は帰してもらった方が，職場とのやりくりができた

と，そういう御意見ですね。 

裁判員経験者２：はい。 

司会者：ありがとうございました。では，１番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者１：私の場合は，会社勤めではありますけれど，立場的にある程

度，自分のペースで仕事を組むことができる立場です。２か月ぐらい前に，ま

ずこの日に来てもらって，もしかしたらこれだけやるかもしれないよという予

定が来て，途中で審理の日が追加になりましたっていう御案内もいただいたん

ですけど，私の今の仕事はある程度，自分で調整が可能でしたんで，そういう

意味ではある程度大丈夫かなというふうに思っていました。選任手続に行って

当日は当たってびっくりしましたけど，その後も行ける状態ではありました。

もちろん仕事はいっぱい溜まりましたんで，夜，職場に行ってメールを見たり

というようなことはやりましたけど，そういう意味で大変は大変でしたけど，

裁判に出席すること自体はそれほど負担ではなかったです。ただ，自分以外の

人たちが，こういったことを，このスケジュールで受けられるのかどうかとい

うことを考えたときに，例えば，私の会社の中でも，シフト制で仕事をしてい

る人たちが，こういう案内をぽんと２か月前にもらったときに，どういう反応

を示すかなと考えたら，多分これは辞退せんとあかんかなというふうに思うと

思います。会社自体は，休暇の制度がしっかりありますし，通常の有休とはま

た別に，裁判員として有休をもらえるようになっているので，申請もしっかり

できるし，上司の人間なんかも理解があったので，行ってこいと，即オーケー

になったんですけど，でも実体としてはシフト制で働いている人たちにとって

みれば，非常にハードルは高いと思います。仕事が大変だということが辞退す
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る理由に当たるのか，当たらないのかということで悩むと思うし，きっとしん

どいだろうなと思います。選任手続の日に来てくれっていうのは，２か月ぐら

い前に分かるんで，そこは何とでも休みを申請できるので大丈夫なんですけ

ど，その後の１週間，７日間来てもらわないといけないかもしれないよという

のが非常につらいですよね。７日間休みを申請できるかと言えば，できるのは

できると思うんですけど，そのときにもしも選ばれなかったら，それはそれ

で，じゃあ１週間どうするということになってしまい，もうずっと休むのか，

仕事はないけどとりあえず会社に出てくるかというようなことになる。他の会

社や職場がどうなのかは分からないですけど，私の会社の場合，大体前月の２

０日とか２５日とか，それぐらいに翌月の仕事が出て，２０日ぐらいまでに，

翌月の休みを申し込まなければいけないというような状況ですので，一番最初

の選任手続の日は２か月ぐらい前に連絡が来るから大丈夫なんですけど，さら

にそこでもしもオーケーになったら，難しいかもしれませんけど，前月の２０

日ぐらいまでに日程が分かって，翌月から裁判っていうことであれば，比較的

休みは申し込みやすいというか，堂々と申し込めますんで，事件とか裁判の日

程を考えると，すごく難しいやろなということは分かるんですけど，２０日ぐ

らいまでに翌月の裁判ということが分かるような仕組みになれば，他の会社は

どういう仕組みになってるかしれませんけど，そういったシフト制で働いてい

る人たちも，安心して，辞退しなくても大丈夫かなというふうには思うんじゃ

ないかなと思います。 

司会者：貴重な御意見ありがとうございました。まず選任手続期日のお知らせが

いった段階では，抽選に当たるかどうか分からない不安定な立場でいらっしゃ

いますよね。そうするとその後の日程がどうなっているかは，もちろん分かっ

ておられると思うんですが，そこをきっちり手当する必要までは，その段階で

はまだ感じておられないと，そういうことですかね。 

裁判員経験者１：そうですね。当たってしまった場合は辞退できないから，しな

いといけないので，せざるを得ない状態なんですけど，もし当たらなかった
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ら，それはそれでまた大変なんで，どうしてくれるんだという気はしました

ね。 

司会者：他の方もうなずいておられましたけど，先ほどの話だと５番さんも同じ

御意見ですよね。 

裁判員経験者５：そのとおりです。 

司会者：４番さんも，それで間を少し空けてほしいというお話でしたね。 

裁判員経験者４：そうですね。 

司会者：３番さんは，自由業でいらっしゃるから，そこはそんなに気にしなくて

いいということでしょうか。 

裁判員経験者３：でも，やっぱり１週間は大きいと思うんです。とにかくその日

にち裁判に出るというのは，ある程度の年齢の方なら，皆さん結構大変じゃな

いかなと思います。 

司会者：２番さんも同様ですか。当たるかどうか分からない中で，きっちり調整

まではしていらっしゃっていないということですか。 

裁判員経験者２：決まってから，実際裁判をやるまでの間に，仕事をちゃんとこ

なせる，または，休暇をとれるという期間を保証してもらったらいいんじゃな

いかなと思います。 

司会者：ありがとうございます。 

この後も引き続き，議論を深めていきたいと思います。１時間ぐらい経ちま

したので，ここで少し休憩を入れたいと思います。 

 

（休憩） 

 

司会者：それでは，再開いたします。 

  前半は，皆様の携わった事件の御感想をお聞きしつつ，今回のテーマである

皆様の御負担に配慮した日程の組み方などにつながる話として，実際に御苦労

された点などのお話を聞かせていただきました。本当に皆様が御苦労しながら
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御参加いただいたというのが，よく分かりました。本当にありがとうございま

した。 

  既に少し御提言もいただいているところですけれども，どういう日程の組み

方だと参加しやすいんだろうかというところを議論するに当たって，その前

に，実際に参加されたときに，審理中，どのような御苦労がありながらやって

おられたのか，例えば先ほど１番さんから，夜帰ってお仕事に行かれたという

お話もいただいていましたし，恐らく似たような話は他の方もおありかと思い

ます。あるいは，審理がない日に，会社に行っていただいたりという方もおら

れるかなと思うんですけれども，その辺りの御苦労を少しお話いただいて，次

に，どうすればよかったかなという話につなげられればと思います。 

１番さんからお伺いしてもよろしいですか。 

裁判員経験者１：先ほど発言させていただいた中で，夜にちょっとメールチェッ

クをしたりという話をしましたけど，間に土日もありましたんで，土日に少し

仕事に行ったり，職場に行って仕事を整頓したりということはしていました。

１日こういう審理なり評議なりに携わって，そこは，やっぱり追加で仕事をせ

ざるを得ないのですけれども，超勤というのが，社会的にもすごく厳しく見ら

れている中で，仕事を追加でするっていうことが認められないような感じにな

ってきています。私の場合は管理職の立場なんで，超勤とかそういったことを

全部ひっくるめた給料体系になっていますから，特に問題なく，気兼ねなくで

きるんですが，そうじゃない立場の人たちは，やっぱりそういうことをしてし

まうと，会社としても認めづらい話になるし，裁判員制度をしていく中で，そ

ういったことが増えてしまうと，この制度自体続けることが厳しくなってしま

うんじゃないかなと思いました。私の場合は先ほど言ったように，夕方まで１

日ずっと拘束されて，しっかりと審理，評議をしていくということに関して

は，仕事上はそれほど負担になったということはありませんでした。帰ってい

るときに少しメールチェックしたり，メール対応をしたりということはあった

んですけど，それ以外に関しては，特に負担ということは余りなかったという
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のが事実です。 

余り関係ない話かもしれませんけど，選任手続期日の後の公判初日ですね。

これが，朝出てきて，心の準備もないままに１０分か１５分後にもういきなり

法廷に入って始まっちゃうというような感じで，午前中に選任手続で，午後か

ら裁判というようなところではないんですけど，全く心の準備もできないまま

裁判に突入してしまったんで，そこだけは，急に裁判モードに頭を切り替える

のが大変だったんで，ちょっとしんどかったなという気はしました。それ以外

では，私自身は負担はそれほどなかったと思います。 

司会者：ありがとうございます。続いて，２番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者２：私の場合は，先ほども申し上げましたけれども，現職でないの

で割と気楽に仕事をしていて，そんなに負担は感じなかったです。選任されて

から，ばたばたと１週間拘束されたというのがあるんで，そこは間にもう少し

時間があったらよかったなと思います。仕事に関しては，電話でちょこちょこ

聞いたりとか，事前に裁判員に当たったときの想定をして，この仕事はこの辺

までやっておいてほしいとか，１週間置いておいていい分については，置いて

おいてくださいとか，ある程度の準備はしていました。 

司会者：ありがとうございます。３番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者３：私の場合，皆さんと一緒なんですけど，実際当たらないだろう

なという思いがあって，気楽に考えていた部分もあったんです。木曜日に選任

があって，その翌週の月曜日から裁判という予定だったので，ある程度根回し

はしていて，こんな封書もらったんやみたいな感じで，一応根回しはしていた

んですけど，実際当たってみると，急にやらなければいけない分とか，連絡と

か，仕事を割り振らないといけない分が出てきてしまったりして，その分は結

構大変だったなと思います。さっきの方も言われたとおり，あるかないか分か

らない日程で，実際，自分自身が仕事をしていく中で参加するということは大

変ですよね。あるかないか分からないのに，その何日か前に仕事の調整をする

というのは，皆さんもそうだと思うんですけど，結構スケジュール的にどうし
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ようもない部分があるんじゃないかなと思います。 

司会者：例えば３番さんですと，木曜日に選任されて，審理自体は翌週の月曜日

から始まりましたけれども，営業日で考えると金曜日しか空いていないので，

もう少しそこに間があると調整がしやすいという御意見ですかね。 

裁判員経験者３：そうですね。 

司会者：１週間ぐらい間があった方がいいでしょうか。 

裁判員経験者３：あるに越したことはないですね。前もって言っていただく方が

ありがたいです。裁判の性質上，間隔を空けてはいけないということもあると

思うんですけど，やっぱり事前にはっきりしていた方が，より参加しやすいん

じゃないかと思います。 

司会者：ありがとうございます。参考にさせていただきます。 

では，続いて，４番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者４：私は，ちょうど仕事が少ない時期で，ルーチンワーク自体が少

ない時期でしたので，公判と公判の間に職場に行きまして，山のように積まれ

ている仕事を片づけていくというような形で，何とか仕事ができました。普段

なら，何かプラスアルファの仕事をしている時期だったんですが，そこはプラ

スアルファだし置いておこうということで，ルーチンワークをこなしていくだ

けの形になりました。その点に関しては，余り問題はなかったんですけれど

も，やはり選任手続の当日ですね。私は職場が遠いところにありましたので，

職場に戻ると，もう午後３時ごろになってしまいまして，そこから根回しと言

いますか，いろいろ仕事を振り分けたりして，夜遅くまで残って，その日だけ

は仕事をしたということがありましたので，やはり間にちょっと日にちを空け

ていただけたらよかったかなと思います。 

司会者：ありがとうございます。では，５番さん，よろしくお願いいたします。 

裁判員経験者５：私は今，定年延長で働いています。仕事はきついのはきついん

ですけど，反面，そういう超勤とかいうことは，余り考えなくていい立場で

す。日程に間隔が空いていて，時間も大体５時までで終わる予定，３時までで
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終わる予定，午前中で終わる予定というふうにスケジュールをもらっていたん

で，他の人もこういう感じかなと思っていましたけど，違うんですかね。 

司会者：いろいろなパターンがあります。 

裁判員経験者５：事件の内容とかによって変ってくるんですかね。私がもらった

スケジュールは，毎日とか，時間も毎日５時とかまでっていうのと違っていた

んでやりやすかったです。 

司会者：５番さんのスケジュールを見ると，午後２時半ぐらいに終わる予定だっ

たりとか，午前中に終わったものとかもありますね。この辺りの予定は，あら

かじめ知らされていたんですね。それと，割とゆとりのあるスケジュールだっ

たので，仕事の方も，その後に行かれたりしてこなしておられたということで

すね。ありがとうございました。 

   ５番さんからも御指摘があったとおり，スケジュールの組み方にはいろいろ

なやり方がありまして，例えば１番さんの場合は，ぎゅっと詰まった審理日程

になっています。それに対して４番さんの場合は，間に１日空けながら裁判を

するスケジュールが２週間ぐらい続いています。先ほどは，その合間をぬっ

て，山積みになった仕事を処理されていたというお話をいただきました。５番

さんは先ほどおっしゃったとおりで，割とゆとりのある審理日程になってい

て，本当に事件によって違ってくるものです。 

実はこの点についてお聞きしたくて，皆様のお手元にいくつかの審理パター

ンをお示ししていますので，そちらを御覧いただけますでしょうか。こちらを

見ながら，振り返って見て，皆様の仕事上，こういうふうにやってもらった

ら，よりありがたかったかなとかいうことがあれば御意見をお聞きしたいと思

います。言葉で説明しようとすると，なかなかイメージがわきづらいかと思い

ましたので，イメージ図で示しています。 

パターン１は，１番さんのスケジュールに近くて，ぎゅっと詰め込むパター

ンです。確かに連日裁判をやらなければいけなくて大変だと思うんですけれど

も，他方で，３週目に行かずに全日程が終わるスケジュールになっています。
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２週目で終わるので，裁判所からすると，裁判員の皆様への御負担が少ないの

ではないかと思っていて，こういう例は多いかと思います。 

パターン２以降は，本日も御意見が出ておりましたけれども，少し間隔があ

った方が，合間に仕事をしたりできるかなとか，連日裁判所という緊張しなけ

ればいけないところに行くのは大変だという声も聞いたりするものですから，

平日５日間ぎゅっと詰めることはしないで，例えば週３日というふうに日程を

入れる例です。４番さん，５番さんも，そのパターンに入ってくるかなと思い

ます。 

その分け方として，週の真ん中で連日やって，月曜日と金曜日は空けるとい

うパターンもありますし，４番さんのように，月曜日，水曜日，金曜日という

ふうに分けて１日ずつやるというパターンもあります。 

それから，パターン４のように，これは５番さんのスケジュールに近いかも

しれませんけれども，火曜日やったら１日空けて木曜日，金曜日と続けてやる

例もあります。 

いろいろなやり方があるんですけれども，皆様が御覧になって，このパター

ンだともう少し参加しやすいですとか，周りの職場の同僚の方々も含めて，こ

のパターンだと参加しやすくなるかなというのがあれば，ぜひ御意見を頂戴し

たいと思っています。 

１番さんからお願いしてもよろしいでしょうか。 

裁判員経験者１：難しいですけど，私個人の当時の状況でいうと，パターン１が

一番ありがたいかなというふうに思います。ただ，先ほど申し上げたように，

それがあらかじめ早いうちに分かっているということが好ましいので，できれ

ば，選任されて，翌月にこういう形でできれば，私なり，私の周辺でシフト制

で働いている人たちも含めて，やりやすいかなと思います。ある程度集中して

やった方が，私はこの間いないよ，というような整理が仕事上もしやすいと思

いますし，それがばらばらとあった場合，途中で仕事ができるっていう点は悩

ましいんですけど，中途半端に出てきて，明日はいません，来週もいませんと
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いう話になるのであれば，もうここからここまでいません，ここからは出てき

た後にしますと言った方が，やりやすいんじゃないかなというふうに思いま

す。気持ち的にも，この方が集中できるっていうのもありますし，私は個人的

にはパターン１がいいと思います。 

裁判員経験者２：確実に裁判員になるというのが早い段階で分かっているのであ

れば，パターン１でもいいかなと思うんですけど，それが，直前にならないと

分からないというのであれば，やっぱり間に休みを入れてもらった方がいいと

思います。個人的には，パターン４ぐらいがいいんじゃないかなと思います。 

司会者：パターン２やパターン３ではなく，パターン４がしっくりくると思われ

たのはどの辺りからですか。 

裁判員経験者２：パターン３ですと，金曜日，土曜日，日曜日，月曜日と４日間

抜けることになりますけど，週初めがある程度仕事のスタートになりますの

で，月曜日は職場に行ってる方がいいんじゃないかなという気がします。 

司会者：ありがとうございます。３番さんはいかがですか。 

裁判員経験者３：やっぱりこれはそれぞれの仕事のパターンとか仕事量によって

好みがあると思うんですけど，私の場合だったら，パターン１で集中的にやら

れると，しわ寄せがあるかなと思います。ある程度適当に散らしていく方がい

いかなと思いつつ，週初めは忙しいんで，パターン４とかがいいなと思いま

す。ただ，それは私個人の意見であって，たくさんの方の意見をまとめるのは

難しいと思うんで，公平性を欠く部分はあると思うんですけど，こういうパタ

ーンなんだけど，これで行ける人という形で聞いて，その中から選らばれた方

が，ストレスのない選び方になるんじゃないかなと思うんです。仮に５０名い

らっしゃって，このパターンはどうですかっていうことで半分ぐらいに区分け

して，その中から選んで，これはちょっと難しいなと思われる方でも，こちら

のパターンの方に乗れるとか，自己申請して，それに当てはめられたら一番い

いですよね。それができないのであれば，やっぱり裁判員の方の意見も折り込

みながら選ばれたらよりよい選任になるんじゃないかなと思います。 
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司会者：ありがとうございます。４番さんはいかがですか。 

裁判員経験者４：私は逆にパターン１の方がしんどくて，少しまとまった期間休

みをとるというのが，なかなかできない仕事でして，週に何日間か仕事に出ら

れたらいいかなと思うんです。私は今回，パターン３に近い形だったんですけ

ど，パターン３の場合，別の問題と言いますか，モチベーションの持ち方が難

しいと言いますか，審理をして仕事をしてと交互にされると，事件のことを考

えたり仕事との切替えがなかなか大変でして，そういうことも考えたら，パタ

ーン２のように，まとまっていて，休みもほどほど散らしてもらうのが一番あ

りがたいかなとは思います。 

司会者：ありがとうございます。５番さんはいかがですか。 

裁判員経験者５：私の場合は，パターン４に当てはまるんですけど，今から考え

たら，パターン１で集中してする方が，仕事も行きやすくなりますし，パター

ン１が理想かなと思います。あと，パターン１にするんだったら，前日に抽選

で選ばれましたっていうのをもっと前倒しにして，１か月ほど前に，あなたに

決まりましたんで，会社に報告して休暇をとってくださいと，それで，裁判員

になっても，１週間前とかに健康を害したりして，当日来れない人もいると思

いますんで，補充裁判員の人を５名ぐらいにしておいてもらって，それで１週

間前とか５日前に，裁判員に選ばれた人がどうしても出られないというときに

補充裁判員の人に連絡して，裁判員に選ばれた方が出られないんで，裁判員で

お願いしますということでやってもらったら，もっとスムーズにいくと思いま

す。 

司会者：選任手続期日から１か月空けて裁判の日を入れるという話は，１番さん

と３番さんも近いお話をされていましたね。非常に参考になりました。ありが

とうございます。 

本日は本当に貴重な御意見をたくさんいただいているんですけれども，検察

官，弁護人からも，御質問がございましたらお願いいたします。 

谷口検察官：検察官の谷口です。検察官としては，事件の審理に対して，裁判員
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の方々がどこまで入り込んでいただけているのかというところに関心がありま

す。例えば１番の方から，気持ち的に集中できるという点では，パターン１が

いいんじゃないかというお話が先ほどありました。 

  あと，４番の方から，お仕事を含めての日常生活と裁判の審理という全く異

質な空間とが交互に来るようなものはどうだろうかというお話があって，伺っ

ていて非常になるほどと思ったところはあるんですけれども，ちょっと質問さ

せていただきたいのが，例えばパターン３，パターン４のように，間に日が２

日，３日と入る場合に，どこまで審理に集中できそうか，あるいは御自身の経

験に照らして，それだとちょっと難しいんじゃないかとか，いやそれでも，十

分頭を切り替えられますとか，その辺りの御意見や捉え方をお聞かせいただけ

ればと思います。 

裁判員経験者１：私はパターン１がいいかなというお話の中で，集中できるとい

うお話を申し上げたんですけど，期間中は確かにかなり集中して毎日事件のこ

とばかり考えていました。すごく重い判断をしないといけないので，責任とい

う意味からも真剣に考えたいし，それを考えると集中的にやった方がいいかな

というふうに思うんです。ただ，これは，裁判官の方々がうまく進めておられ

るからだと思うんですけど，評議のときによく議論して，帰った後，夜一生懸

命考えているかというと実はそうでもなくって，しっかりと評議の中で，うま

いこと議論を進めていただけるので，評議のときにしっかりとお話をして意見

を言えるような環境にしていただいていましたから，そういう意味では，評議

のときはちょっと日が分かれてもいいような気はします。ただ，審理のとき

は，正直ついて行けないところがあって，今からこれをします，今からこれを

します，論点はこれだから，これからこの話をしますっていうのがぽんぽんと

続いていくんですけど，それが一連の流れかというとそうでもないときがあっ

て，審理が詰まっていないと忘れちゃうような気がして，何を質問したらいい

のかも分からなくなってしまうので，審理は，詰まっていた方がいいんじゃな

いかなと，真剣に話ができるんじゃないかなというふうに思います。 
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裁判員経験者２：私は，間が空いている方が，冷却期間じゃないですけど，１週

間を通してばーっと行くと，流れに乗ってしまった結論になるという感じがし

た部分もありますんで，間に冷却期間を入れておくと，その中で日常生活をし

ながら，あれはひょっとしたらこうなんかな，ああなんかなと，そんなことも

できるんじゃないかなと思います。 

裁判員経験者３：今回初めて裁判に参加させていただいたんですけど，裁判所の

方も一つずつ事柄を整理して積み上げていくような作業なんで，一つ一つ段階

を踏んで行けば，日程的に空いていてもいいんじゃないかなと思います。 

裁判員経験者４：私は飛び飛びだったんですけど，実際に空いている日で，頭の

中を整理できるというのはあったと思います。ですが，やっぱり１日空いてし

まうと，質問した内容を，忘れるまではいかないですが，曖昧になってしまっ

たりとか，そのニュアンスを忘れてしまうというのがあったり，朝一で，モチ

ベーションをつくっていくというのが，なかなか大変だったなという思いがあ

りました。 

裁判員経験者５：私の場合，連続で休んでいいよということで休暇をくれたん

で，できたらぶっ通しでやってもらった方が，途切れることなく裁判員として

出ることができたと思います。 

司会者：どうもありがとうございました。弁護人からはどうですか。 

後藤弁護士：弁護人の立場から言いますと，弁護活動の準備の関係で，パターン

３とかパターン４みたいな形で，間を空けていただく方が，我々の活動として

は，やりやすいところがあるんです。ただ，一番の目的というのは，裁判所，

裁判員の方々に証拠から的確に心証を抱いていただきたいということになるわ

けで，そう考えると，集中して期日を設けた方がいいんじゃないかと，飛び飛

びになると，記憶が薄れたり，お仕事との切り替えという問題もあるので，飛

び飛びになるのもどうなのかなと。そうすると，私の個人的な意見ですけれど

も，パターン３とかパターン４なんかが，ちょうどいいバランスではないかと

いうふうには感じました。 
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  それで，私からもお伺いしたいことがありまして，審理を連日集中した方が

いいという御意見もありましたけれども，基本的に朝から夕方まで，審理をや

っていると思うんですが，朝から夕方までの審理なり評議なりっていうのは，

それを生業にしている人であれば大丈夫なんでしょうけど，初めての人にして

みれば，結構しんどいんじゃないかとかというような気もするんです。その点

はいかがかなと思います。例えば１日じゃなく，半日ぐらいの方がいいですと

か，半日でその分，日数が多い方がまだいいとか，そういうお考えもあるのか

というところをお伺いしたいです。 

裁判員経験者５：私の場合は，午後５時までとか，午後３時までとか，午前中だ

けとか，いろいろな日があったんですけど，他の人に聞いたら，５時までは長

いな，次の日は３時までだから辛抱しようか，今日はまた５時までか，長いな

と言う人がほとんどだったんで，なんで５時までずっとする必要があるんかな

というのが率直な考えです。 

裁判員経験者４：私は，裁判を１日やると言っても，１時間に一度ぐらいは休憩

をとっていただいてましたし，それほど体の負担はなかったんですけど，やは

り日数を減らしていただいた方が仕事への影響が少ないので，午後５時までみ

っちり詰まっていた方がありがたいです。 

裁判員経験者３：私が担当した事件は，精神的な疾患を抱えている被告人の事件

だったんですけど，どの辺りが一番重要な部分なのかということを集中して考

えなければならないんで，一概には言えないと思うんですけど，やっぱり記憶

を曖昧にしないという点を考えれば，集中している方がいいと思います。 

裁判員経験者２：裁判官が区切り区切りで休憩を取ってくださったりですとか，

結論が出た段階でまとめていただいたりしていたんで，不謹慎な言い方ですけ

ど，１日やっても私は楽しめました。あと，これはちょっと失礼な言い方にな

るかもしれませんけど，審理予定がいつからいつまでって決まってますよね。

反対に言ったら，ストーリーができてるというか，ある程度落としどころがあ

って，それに向けて裁判官が進めていくというのもあるのかなというか，評議
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で時間が押し迫ってくると，きちっと結審にもっていかれたんで，これは裁判

官の方の技量だとも思うんですけど，後から思ったら，ストーリーはできてた

んかなという気もちょっとしました。 

大森裁判官：それは，恐らく理想的な形で審理や評議が進んだのではないかなと

思います。裁判員裁判が始まる前に，裁判官，検察官，弁護人とで，どういう

審理をするかについて十分話をしていますし，あるいは審理計画を立てる上

で，裁判所の方でもこの事件はこの辺りが問題になるので，評議はこれぐらい

かかるかなという予想を立てています。できるだけ皆様に御迷惑をかけること

がないように，計画した期間の中できっちり納まるようにできればというとこ

ろを目指しておりますので，きっちりと計画した期間内にできた例は，うまく

いったという形になります。逆に言うと，突発的な事故が起きて，若干審理が

押したりですとか，あるいは予備の日程を組んでいたけれども，早く終わった

というようなパターンもあったりしますので，そこは，いろいろなところでご

ざいます。 

司会者：私も申し上げておきたいのですが，今，皆様のお話を聞いていると順調

に行ってよかったなという例ばかりで，うらやましく思っておりました。うま

く行かないこともあって，証人の方が来てくれなくて，別の日に来てもらうこ

とになって，そのスケジュールをどうやりくりしようかとか，逆に当初想定し

ていたより順調に行って，急遽，予定していた日なのにもう来なくても大丈夫

ですということなってしまったこともあります。ストーリーができているなど

というのは全くないので，そこは御安心いただきたいと思います。 

  では，１番さん，お願いいたします。 

裁判員経験者１：私自身は，朝から夕方でも，１日にまとまっている方がいいと

思います。中途半端に昼から仕事に行っても，なかなか気持ちも切り替えられ

ないと思いますし，特に１日裁判がずっとあっても負担になっていたわけでは

ないので，１日ぎゅっと詰まっていた方がいいと思います。ただ，先ほども言

ったんですけど，最初に論点整理がなされていて，そういったことを事前に皆
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さんで考えられる中でこういうスケジュールが決まってるんだろうと思うんで

すけど，それが裁判員には全く分からないので，何のために今，この人からこ

んな話を聞いてるんだろうというのが分からないんです。自分なりに，これっ

てこういうストーリーの中のこの部分なのかなということを考えて質問をしな

いといけないし，裁判に加わっていかないといけないので，いろいろなスケジ

ュールが入っているものが，その論点整理なり，冒頭陳述なりの中で，今，こ

の部分を解き明かすためにこれをしているんだよということがもっと分かれ

ば，裁判員としては，しっかりと話にスムーズに加わっていけるんじゃないか

なと思いました。後から考えて，これとこれはこの話だったのかというような

ことが分かる状態でしたんで。 

司会者：ありがとうございます。 

最後に守秘義務の関係で何かこの場でおっしゃっておきたいことがあれば，

ぜひお伺いしたいと思うんですけれどもいかがですか。ございませんか。 

本日は皆様の率直な御意見を聞かせていただいて非常に勉強になりました。

本日いただいた御意見を踏まえて，裁判所でも，裁判員の皆様が参加しやすい

審理日程の組み方を工夫していかなければいけないと率直に思いました。皆様

からいただいた御意見は，周りの裁判官にも折に触れてお話ししていって，皆

様の御意見を反映させるような形にしていきたいと思います。 

  本日は貴重なお時間いただき，本当にありがとうございました。 

以 上 


